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敬の書　岩田和道展� 岩田和道
●会期　１２月１９日（金）～１２月２４日（水）　●会場　神奈川・鎌倉芸術館

　この度初めての個展を開催し、漢字、仮名、現代書、臨書、
水墨画など３１点を展示しました。敬の書をテーマとして、人、
文化、自然、生命等に敬意を込めて制作し、師の齋藤香坡先
生にご指導を賜りました。おかげさまで多くの皆様のご来場
をいただき温かい声に触れてとても励みになりました。心よ
り感謝申し上げます。今後も精進していきたいと存じます。

國井誠海一門創立８０周年記念　誠心社現代書小作品展� 渡邉麗
●会期　４月１５日（水）～４月１９日（日）　●会場　上野の森美術館ギャラリー

　産経書会設立に参画した國井誠海が１９４６年創設直門の会「誠
心社」は本年創立８０周年。会場は連日盛況。上野精養軒祝賀会
に多数ご来賓ご臨席を賜りました。来年は上野の森美術館本館
２階で「國井誠海記念館４０周年記念展」を開催。本展では大作
と小作品を交互に毎年発表、超大作や揮毫動画上映、テーマを
決めた作品発表など新企画にも挑戦。歴史を守りながら楽しめ
る現代書を目指します。会員一同よりお礼申し上げます。

第２０回埼玉県書作家連盟展� 谷蒼涯
●会期　１１月２８日（金）～１１月３０日（日）　
●会場　所沢市民文化センター　ミューズ

　埼書展は約３００点から始まり、第２０回展では１０００点を超える
大展覧会へと成長しました。会派にとらわれず、一般部は仮名・
漢字・調和体、児童部は毛筆・硬筆の作品を展示し、所沢市長
をはじめ多くの方にご高覧いただきました。表彰式もこれまで
で最も立派な会場で行われ、受賞者の皆様も誇らしげでした。

第６１回同巧会書展� 武富明子
●会期　２月１７日（火）～２月２２日（日）　●会場　ギャラリーくぼた

　京橋のギャラリーくぼたにおいて「第６１回同巧会書展」
を５年振りに開催しました。たくさんの先生方、新聞社や
書会事務局の方にご来場賜り、盛会裡に終了出来ましたこ
とに心から感謝し厚く御礼を申し上げます。今後も一層精
進を重ねて参りますので、さらなるご教導とご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。

書 展 ト ピック ス
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ア ラ カ ル ト

高円宮賞受賞記念祝賀会� 髙橋照弘

　第４２回産経国際書展本展において高円宮賞を賜り、その祝賀
会を開催致しました。出席者は産経新聞社からは近藤哲司社長、
飯塚浩彦相談役（産経国際書会会長）の皆様方、書会からは最
高顧問の齋藤香坡先生、山下海堂先生のほか、会員の方々、評
論家や業界関係者の方も含め１２０人もの方にご臨席いただきま
した。会場内は厳かで華やかな雰囲気に包まれつつ、一方で皆
様の温かい心遣いからか和やかなムードに。書会の発展に向け、
今後も一層精進して参ります。

●令和７年１２月１０日（水）　東京ステーションホテル「鳳凰」

國藝書道院創立5０周年記念祝賀会
� 齋藤香坡
　本年は、４０歳でサラリーマン生活をやめ國藝書道院を立ち上
げてから、５０周年の節目の年を迎えました。祝賀会には、山下
海堂最高顧問、髙橋照弘理事長をはじめ書会幹部の方々を含め
約２２０人にご出席いただき、御礼を申し上げます。揮毫会は若
手の書家だけでなく、山下先生にもご参加いただいき大いに盛
り上がり、書を愛する仲間の熱気であふれ、会員一同さらなる
発展を期しました。

●２月１１日（水・祝）　横浜・ホテルプラム

第１5回手島右卿賞受賞� 井上空咲

　この度、第１５回手島右卿賞を拝受致しました。3月２７日高知
にて受賞式が行われ、同時に受賞記念展が３１日まで開催されま
した。3×4.6メートルの大作や高知にちなんだ作品を含め約２０
点を展示。墨象の馴染みのない土地柄で不安もありましたが、
沢山の方々にご来場頂き、お楽しみ頂けた事と感謝しておりま
す。

●３月２７日（金）～３１日（火）　高知市文化プラザ　かるぽーと

第４２回最高賞作家ミニ作品展
� 事務局
　この作品展は全国の一流書道展で最高賞に輝いた人たちを顕
彰する展覧会です。第４２回産経国際書展からは、高円宮賞の髙
橋照弘、内閣総理大臣賞の小川艸岑、ペルー共和国大使館友好
賞の大橋玉樹、専管理事優秀賞の鈴木曉昇、国際大賞の建部紘
子の各氏が出品しました。日展、読売、毎日など会派の異なる
方々との新作が一堂に公開されました。

●３月２４日（火）～２９日（日）　東京銀座・鳩居堂

中国大使館文化部賞受賞祝賀会� 正川子葉

　大勢の皆様からの励ましと温かいご支援のおかげをもちまして〝書の道５７年
の集大成〟となる節目に栄えある賞を賜り記念すべき舞台に花を添えていただ
きましたこと、心より深く感謝申し上げます。今後は、賜りました
ご厚情への御恩返しの思いを胸に、一層精進を重ね日本書道の発
展に微力ながら寄与できますよう努力してまいります。なお祝賀会
の様子はQRコードよりご高覧賜れますと幸いに存じます。

●令和７年１２月７日（日）　都シティ大阪天王寺
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　米国書道研究会の生田博子会長が本年 １ 月１４
日、ロサンゼルス、ガーデナ市の自宅にて享年９６
歳でご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り申
し上げます。２０１５年１０月「米国書道研究会創立５０ 
周年記念日米合同書展」に誠心社会員や産経国際
書会の先生方と共に渡米、博子先生のあでやかな
姿が思い出されます。
　博子氏は、１１歳から茶道、華道、書道を学び日
本の文化に親しまれ、生田観周師と結婚、観周師
が日蓮宗の開教師としてワシントン州シアトルに
赴任したのに伴い渡米。後に南カリフォルニアを
拠点に書道と茶道の普及に邁進。特に現代書のパ

生田博子先生を偲ぶ

201５年10月の「米国書道研究会創立５0�周年記念�
日米合同書展」でのテープカット。左から３番目が
生田博子氏

イオニアと称された國井誠海師に夫妻で弟子入り後、誠心社展、産経国際書展、東洋書人連合で
活躍。観周師逝去後は会長に就任、米国で書道を指導されました。昨年 ９ 月、米国書道研究会創
立６０周年、生田観周師生誕百年記念の日米合同書展をロサンゼルス日米文化会館で開催。博子氏
の遺志を継ぎ米国書道研究会の今後益々の活躍に期待致します。本年 ４ 月の誠心社展御作品は絶
筆となりました。 産経国際書会理事長代行　誠心社会長　渡邉麗

顧問会議、令和元年以来８年ぶり開催
　産経国際書会の顧問会議が２月２０日、産経新聞本社で開催されました。新型コロナウイルス禍などで見
送りが続いており、開催は実に令和元年以来8年ぶり。手島𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾𣳾
常任顧問の３人の顧問と風岡五城名誉理事長、髙橋照弘理事長、事務局が参加して行われました。各顧問
からは、各書展の贈賞式運営や審査に関する問題提起などもあり、活発な議論が展開されました。

各会書展お知らせ（産経新聞社後援）〈２０２６年 5 月～ 9月〉
展覧会名 会期 会場 団体・代表名

第５1回鍾雲書道展覧会 ５月３0日（土）～ ５月３1日（日）埼玉・寄居町中央公民館 鍾雲書道会・秋葉秀厓
第 4回片山澄男　書の世界〝継〟
～書は世紀を越えて～ ５月３1日（日）～ 6月 6日（土）東京交通会館　地下 1階ゴールドサロン 澄山会・増川知子

第12回あんぱんの会と
その仲間たち書展 6月 7日（日）～ 6月1３日（土）東京交通会館　地下 1階ゴールドサロン あんぱんの会・青木錦舟

第５0回記念東洋書芸院公募展 6月16日（火）～ 6月21日（日）東京都美術館 1階第 2展示室 東洋書芸院・町山一祥
2026臨泉会選抜小品展 6月2３日（火）～ 6月28日（日）銀座　鳩居堂 臨泉会・原田圭泉
第40回記念春風会書展 6月26日（金）～ 6月28日（日）愛媛県美術館 春風書道会・平岡雄峰
第60回記念書峰展 6月27日（土）～ 6月28日（日）埼玉・秩父じばさんセンター 書峰書道会・田島青谷
第５1回梓書道会展 6月27日（土）～ 6月28日（日）東京・タワーホール船堀 梓書道会・市原蘇水
第５0回國藝書道院展 7月17日（金）～ 7月20日（月・祝）神奈川・鎌倉芸術館 國藝書道院・齋藤香坡
第 ５回バレイ書会展 7月28日（火）～ 8月 2日（日）セントラルミュージアム銀座 バレイ書会・鈴木不倒
第５2回宏道書展 8月 4日（火）～ 8月 9日（日）愛知県美術館ギャラリー 宏道書会・山本晴城
第５8回現代書作家協会展 8月 6日（木）～ 8月16日（日）国立新美術館 現代書作家協会・利根川秀佳
第48回墨晨展 8月21日（金）～ 8月26日（水）埼玉・埼玉会館 墨晨書道会・岩田正直
第42回高円宮杯日本武道館
書写書道大展覧会 8月2３日（日） 日本武道館　大道場・中道場 日本武道館・川端達夫

第３1回秋桜会書展 8月27日（木）～ 8月３0日（日）銀座　大黒屋ギャラリー 秋桜会・鎌田悠紀子
group f 2026展 vol. 9  広島 9月 8日（火）～ 9月1３日（日）gallary G（広島市） group f　植木由樹子
第41回全国臨書摸刻展 9月18日（金）～ 9月20日（日）埼玉・埼玉会館 心芸墨美作家協会・岩浅写心
第３５回舟友会書展 9月29日（火）～10月 4 日（日）銀座　鳩居堂 舟友会・青木錦舟
墨色のエボリューション 2人展 9月29日（火）～10月 4 日（日）銀座　鳩居堂 小川艸岑、小宮求茜



お願い
会員の皆様に住所・電話番号等
の変更があった場合には事務局
までご連絡くださいますよう、また、
各会書展のお知らせは早めにお
願い致します。

編 集 後 記
　今年も１月の新春展から順調なスタートを切りました。華やかな新春の雰囲気に包まれ
た会場には多くの皆さまにご来場いただき成功裡に終えることができました。そして、いよ
いよ第４３回本展の本番へと動き出します。５月３１日からは審査会が始まります。心に残る
展覧会となるよう、皆さまのご協力をお願いいたします。

　時代の流れに即したＤＸ化への新たな取り組みも始まります。この取り組みが世代を超
えた交流を育み、産経国際書会の更なる発展へと繋がっていくことを願っております。

　２月から３月にかけてはミラノ・コルティナ冬季オリンピック・パラリンピックが開催さ
れました。“メダルラッシュ”の選手たちの活躍や“りくりゅう”ペアの逆転による金メダルは
多くの人々に深い感動を与えました。選手たちのたゆまぬ鍛練の積み重ねと本番での信念
を貫く姿、その尊さは「書」の道にも通じるものがあるのではないでしょうか。

　２月下旬以降、国際情勢は一段と緊迫し、その影響は遠く離れた私たちの暮らしにも、
資源価格や物価の高騰という形で広がっています。こうした時代にあって、「書」はあらため
て言葉の本質を問いかけてくれる存在のように思われます。言葉は人の心を結び、思いを
通わせるもの。その積み重ねの先にこそ、静かに平和への道が開かれていくのではないで
しょうか。一日も早い真の平和の実現を心より願っております。� （横田玉華）

次の先生が黄泉につかれました。
本会でのご活躍とご指導ご鞭撻を賜りましたことに厚く御礼申し上げますとともに、

心よりご冥福をお祈り申し上げます。合掌。（敬称略）

名誉顧問　生田　博子（令和８年１月） 会 友　井理　泉鷲（令和７年９月）

編集・発行 令和８年５月号
〒100-8079  東京都千代田区大手町1-7-2
産経新聞社事業本部内
産経国際書会事務局
TEL：03（3275）8902  FAX：03（3275）8974
email：shokai@sankei.co.jp
https://sankei-shokai.jp/
https://www.facebook.com/sankeishokai

（会報編集委員／永田龍石、小川艸岑、影山瑤琴、早坂喜伊、横田玉華、渡邉麻衣子）

産経国際書会
ホームページ

表紙：題字揮毫は髙橋照弘理事長


